
新版 足場の組立て等作業従事者必携 
特別教育用テキスト  

＜新旧対照表＞ ５版 令和７年４月 25 日 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 

（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

【表記・用語の統一】 

建設現場、現場、工事現場、建設工事現場 作業所 

現場監督 監督者 

関係労働者、作業員 作業者 

または 又は 
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No.120306 

（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

2 下から 

3行目 

事業者は、建築物、橋梁、足場の組立て、解

体又は変更の作業 （作業主任者を選任しなけ

ればならない作業を除く。） を行なう場合…

（右記下線部を追加） 

2 下から 

3行目 

事業者は、建築物、橋梁、足場等の組立て、

解体又は変更の作業 （作業主任者を選任しな

ければならない作業を除く。） を行なう場合

… 

4 下から 

2行目 

① 作業主任者の指示により、作業者は作業

終了後の部材等の後片づけ、整理整頓を行う。

（下線部を削除、追加） 

4 下から 

2行目 

作業主任者等の指示により、作業者は作業終

了後の部材等の後片づけ、整理整頓を行う。 

 

5 図 1-2 （赤枠を削除） 5 図 1-2  

  

7 上から 

2行目 

足場ごとの墜落防止措置は、「Ⅲ 労働災害の

防止に関する知識 第１章 1.1 足場ごとの墜

落防止措置（Ｐ -102）」を参照のこと。 

（下線部を修正） 

7 上から 

2行目 

足場ごとの墜落防止措置は、「Ⅲ 労働災害の

防止に関する知識 第１章 1.1 足場ごとの墜

落防止措置（Ｐ -104）」を参照のこと。 

11 下から 

3行目 

※ その他に、移動式足場、棚足場、低層建

築工事用簡易わく組足場がある。 

（Ⅰ. 第４章 4.10 内部工事用足場Ｐ-66 参照） 

※注  つり足場を使用するとき、又は障害物

の存在その他の足場を使用する場所の状況に

より本足場を使用することが困難な場合、原

則幅が 1 メートル以上のところでは本足場

とすること。 

（下線部を修正、追加） 

11 下から 

3行目 

※ その他に、移動式足場、棚足場、低層建

築工事用簡易わく組足場がある。 

（Ⅰ. 第４章 4.10 内部工事用足場Ｐ-67 参照） 

※注  つり足場を使用するとき、又は障害物

の存在その他の足場を使用する場所の状況に

より本足場を使用することが困難な場合を除

き、原則幅が 1 メートル以上のところでは本

足場とすること。 



 

2 
 

（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

14 ⑧下桟	

イラス

ト 

（赤枠を修正） 14 ⑧下桟	

イラス

ト 

 

  

17 下から 

11 行目 

⒝ 自ポケットタイプ 

（下線部を削除） 

17 下から 

11 行目 

⒝ ポケットタイプ 

28 イラス

ト 

（赤枠を修正、追加） 28 イラス

ト 

 

  

35 上から 

2行目 

この方法は、通常、２層以下、３～５スパン

のわく組足場を１つのブロックとして、これ

を... 

（下線部を削除） 

35 上から 

2行目 

この方法は、通常、２層、３～５スパンのわ

く組足場を１つのブロックとして、これを... 



 

3 
 

（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

36 下から 

2行目 

⑥はしごを架け、残り 層を手ばらしする。 

（下線部を修正） 

36 下から 

2行目 

⑥はしごを架け、残り 層を手払しする。 

 

37 図 4-18 （赤枠を修正） 37 図 4-18  

  

38 下から 

4行目 

②  建地の継手部が、桁方向、梁間方向とも

千鳥となるように単管足場用鋼管を配置す

る。 

（右記下線部を追加） 

38 下から 

4行目 

②  建地の継手部が、桁行方向、梁間方向と

も千鳥となるように単管足場用鋼管を配置す

る。 

42 下から 

1行目 

⑤  建地、布等の単管足場用鋼管をロープ等

で下ろす場合は、抜け落ちないように、つり

袋（はかま）を用いて下ろす（Ｐ-91 図２－

６参照）。 

（下線部を修正） 

42 下から 

1行目 

⑤  建地、布等の単管足場用鋼管をロープ等

で下ろす場合は、抜け落ちないように、つり

袋（はかま）を用いて下ろす（Ｐ-93 図２－

６参照）。 

43 図 4-26 （赤枠を修正） 43 図 4-26  
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（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

48 上から 

9行目 

この足場はくさび緊結式足場と同じ部材を使

用し、図４－ 31 に示す二側足場、２本組み

ブラケット一側足場、ブラケット一側足場が

あり、足場先行工法の足場、軒先及び外壁仕

上げ作業等の工事用足場として主に用いられ

ている。なお、足場先行工法の足場は、原則

として二側足場とし、敷地が狭あいで二側足

場の設置が困難な場合は、場所の状況により

ブラケット一側足場等を設置する。 

（右記下線部を追加） 

48 上から 

9行目 

この足場はくさび緊結式足場と同じ部材を使

用し、図４－ 31 に示す二側足場、２本組み

ブラケット一側足場、ブラケット一側足場が

あり、足場先行工法の足場、軒先及び外壁仕

上げ作業等の工事用足場として主に用いられ

ている。なお、足場先行工法の足場は、原則

として二側足場とし、敷地が狭あい（幅が１

m 未満）で二側足場の設置が困難な場合は、

場所の状況によりブラケット一側足場等を設

置する。 

55 上から 

1行目 

ブラケット一側足場の組立て、解体 

（下線部を修正） 

55 上から 

1行目 

ブラケット一側
ひとかわ

足場の組立て、解体 

67 図 4-57 （赤枠を修正、追加） 67 図 4-57  
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（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

70 図 4-61 （赤枠を修正） 70 図 4-61  

  

77 下から

4行目 

⑨  踏桟から降りるときは、脚立から背を向

けて降りない。また、飛降りや物を持っての

昇降はしない。 

（下線部を修正） 

77 下から

4行目 

⑨  踏桟から降りるときは、脚立に背を向け

て降りない。また、飛降りや物を持っての昇

降はしない。 

79 上から 

4行目 

⑩  踏桟の上では作業をしない。 

（下線部を修正） 

79 上から 

4行目 

⑩  踏さんの上では作業をしない。 

96 上から 

5行目 

足場の組立て等の作業に一般に使用する工具

の種類は、しの、スパナ類（メガネスパナ、

モンキスパナ、ラチェットスパナ等）、ペンチ

カッター、ハンマー、のこぎり、かけや、か

じや、又はバール、つり綱、つり袋などであ

る。 

（右記下線部を追加） 

96 上から 

5行目 

足場の組立て等の作業に一般に使用する工具

の種類は、しの、スパナ類（メガネスパナ、

モンキスパナ、ラチェットスパナ等）、ペンチ、

カッター、ハンマー、のこぎり、かけや、か

じや、又はバール、つり綱、つり袋などであ

る。 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

96 表 （赤枠を修正） 96 表  

  

104 上から 

3行目 

足場の組立足場からの墜落防止措置等を充実

させるために、墜落防止措置として、わく組

足場とそれ以外の足場に分けて規定されてい

る。 

（下線部を削除） 

104 上から 

3行目 

足場からの墜落防止措置等を充実させるため

に、墜落防止措置として、わく組足場とそれ

以外の足場に分けて規定されている。 

106 上から 

3行目 

⒜ 手すりの高さは 85cm 以上とする。 

（右記下線部を追加） 

106 上から 

3行目 

⒜ 手すりの高さは 85cm 以上必要とする。 

 

107 最下段 （一行追加） 107 最下段 注） 手すりの高さについて、「建設業労働災

害防止規程」では 90cm 以上としている 

113 下から

11行目 

※「親綱支柱・支柱用親綱・緊張器の認定基

準」（2019. ２. １施行） 

（下線部を修正） 

113 下から

11行目 

※「親綱支柱・支柱用親綱・緊張器の認定基

準」（2019. 12. 12 施行） 

120 下から 

16 行目 

安全帯を使用する場合、胴ベルト型安全帯（以

下、「胴ベルト型」という。）とフルハーネス

型安全帯（以下、「フルハーネス型」という。）

があるが、国内ではこれまで胴ベルト型が多

く使用されている。 

（下線部を修正） 

120 下から 

16 行目 

安全帯を使用する場合、胴ベルト型安全帯（以

下、「胴ベルト型」という。）とフルハーネス

型安全帯（以下、「フルハーネス型」という。）

があるが、国内ではこれまで胴ベルト型が多

く使用されてきた。 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

121 イラス

ト 

（イラストを差し替え、下線部を修正） 121 イラス

ト 

 

  

124 表 （赤枠を修正、削除） 124 表  
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（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

130 下から 

2行目 

保護めがねは常時着装せず、携帯することが

多いことから、いざという時に手元にないた

め、災害を引き起こすことがある。このため、

保護めがねを作業時にいつでも身近に置いて

すぐに使えるようにしたいというニーズか

ら、シールド面付きヘルメットが普及した。

（下線部を修正） 

130 下から 

2行目 

保護めがねは常時着装せず、携帯することが

多いことから、いざという時に手元にないた

め、災害を引き起こすことがある。このため、

保護めがねを作業時にいつでも身近に置いて

すぐに使えるようにしたいというニーズか

ら、シールド面付きヘルメットが普及してい

る。 

140 下から 

10 行目 

④  足場の組立て等作業主任者の安全帯使

用の監視、作業指揮が不十分であったこと。

（右記下線部を追加） 

140 下から 

10 行目 

④  足場の組立て等作業主任者の安全帯使

用状況の監視、作業指揮が不十分であったこ

と。 

145 上から 

11 行目 

③  その時、ブラケット一側足場に手すり

があると思い込み、手すりがはずれている箇

所で、体重をあずけてしまい、高さ約 4m の

箇所から挫落した。 

（下線部を修正） 

145 上から 

11 行目 

③  その時、ブラケット一側足場に手すり

があると思い込み、手すりがはずれている箇

所で、体重をあずけてしまい、高さ約 4m の

箇所から墜落した。 

147 上から 

1行目 

NO. 10 事例 足場先行工法によるくさび式一

側足場の倒壊 

（右記下線部を追加） 

147 上から 

1行目 

NO. 10 事例 足場先行工法によるくさび緊結

式一側足場の倒壊 

147 上から 

5行目 

なし 

（右記下線部を追加） 

147 上から 

5行目 

なし（物損）  

 

147 上から 

12 行目 

④  足場は「くさび式の一側足場」であった

が、敷地が狭いため控えの設置がなく、また、

上棟作業があるので最上層の両側に設ける頭

つなぎ。コーナーの火打ちもなく、足場補強

がなされる前であったが、メッシュシートは

設けられていた。 

（右記下線部を追加） 

147 上から 

12 行目 

④  足場は「くさび緊結式の一側足場」であ

ったが、敷地が狭いため控えの設置がなく、

また、上棟作業があるので最上層の両側に設

ける頭つなぎ。コーナーの火打ちもなく、足

場補強がなされる前であったが、メッシュシ

ートは設けられていた。 

154 下から 

5行目 

事業者は、労働者を雇い入れ、又は労働者の

作業内容を変更したときは、当該労働者に対

し、遅滞なく、次の事項のうち当該労働者が

従事する業務に関する安全又は衛生のため必

要な事項について、教育を行なわなければな

らない。ただし、令第 2 条第 3 号に掲げる業

種の事業場の労働者については、第 1 号から

第 4 号までの事項についての教育を省略す

ることができる。 

（下線部を削除） 

154 下から 

5行目 

事業者は、労働者を雇い入れ、又は労働者の

作業内容を変更したときは、当該労働者に対

し、遅滞なく、次の事項のうち当該労働者が

従事する業務に関する安全又は衛生のため必

要な事項について、教育を行なわなければな

らない。 

160 上から 

14 行目 

第 5３6 条（物体の落下による危険の防止） 

（下線部を修正） 

160 上から 

14 行目 

第 5３7 条（物体の落下による危険の防止） 
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（旧版） 4 版（令和 5 年 12 月 27 日） （新版） 5 版（令和 7 年 4 月 25 日） 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

162 上から 

15 行目 

事業者は、幅が 1 メートル以上の箇所におい

て足場を使用するときは、本足場を使用しな

ければならない。ただし、つり場を使用する

とき、又は障害物の存在その他の足場を使用

する場所の状況により本足場を使用すること

が困難なときは、この限りではない。 

（下線部を修正） 

162 上から 

15 行目 

事業者は、幅が 1 メートル以上の箇所におい

て足場を使用するときは、本足場を使用しな

ければならない。ただし、つり足場を使用す

るとき、又は障害物の存在その他の足場を使

用する場所の状況により本足場を使用するこ

とが困難なときは、この限りではない。 


